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援
Ｂ
型
事
業
所
を
い
う
。）及
び
指
定
障
害
者
支
援
施
設
等
（
障
害
者
自
立
支
援
法
（
平
成
十
七
年
法
律
第
百
二
十
三

号
。
以
下
「
法
」と
い
う
。）第
三
十
四
条
第
一
項
に
規
定
す
る
指
定
障
害
者
支
援
施
設
等
を
い
う
。以
下
同
じ
。）（
以

下
「
事
業
所
等
」
と
総
称
す
る
。）に
お
け
る
食
事
の
提
供
、
滞
在
の
提
供
及
び
居
室
の
提
供
に
係
る
契
約（
以
下「
契

約
」
と
い
う
。）の
適
正
な
締
結
を
確
保
す
る
た
め
、
次
に
掲
げ
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
当
該
契
約
に
係
る
手
続
を
行
う

こ
と
。

イ

当
該
契
約
の
締
結
に
当
た
っ
て
は
、
利
用
者
（
指
定
障
害
サ
ー
ビ
ス
基
準
第
二
条
第
一
号
に
規
定
す
る
利
用
者

を
い
う
。
以
下
同
じ
。）又
は
そ
の
家
族
に
対
し
、
当
該
契
約
の
内
容
に
つ
い
て
文
書
に
よ
り
事
前
に
説
明
を
行
う

こ
と
。

二

居
宅
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
の
注
５
の
\
の
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
者

居
宅
介
護
従
業
者
基
準
第
一
条
第
二
号
（
三
級
居
宅
介
護
従
業
者
に
限
る
。）、
第
五
号
（
三
級
相
当
研
修
課
程
修

了
者
に
限
る
。）、
第
八
号
（
三
級
相
当
研
修
課
程
修
了
者
に
限
る
。）若
し
く
は
第
十
二
号
に
掲
げ
る
者
又
は
第
十
一

号
に
掲
げ
る
者
の
う
ち
三
級
訪
問
介
護
員
で
あ
る
者

ロ

当
該
契
約
の
内
容
に
つ
い
て
、
支
給
決
定
障
害
者
等
（
法
第
五
条
第
十
七
項
第
二
号
に
規
定
す
る
支
給
決
定
障

害
者
等
を
い
う
。）か
ら
文
書
に
よ
り
同
意
を
得
る
こ
と
。

ハ

食
事
の
提
供
に
要
す
る
費
用
、
光
熱
水
費
及
び
居
室
の
提
供
に
要
す
る
費
用
に
係
る
利
用
料
に
つ
い
て
、
そ
の

具
体
的
な
内
容
、
金
額
の
設
定
及
び
変
更
に
関
し
、
運
営
規
程（
指
定
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
基
準
第
八
十
九
条（
第

百
六
十
二
条
、
第
百
七
十
一
条
、
第
百
八
十
四
条
、
第
百
九
十
七
条
及
び
第
二
百
二
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合

を
含
む
。）、
第
百
二
十
三
条
及
び
第
二
百
四
条
並
び
に
障
害
者
自
立
支
援
法
に
基
づ
く
指
定
障
害
者
支
援
施
設
等

の
人
員
、
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
（
平
成
十
八
年
厚
生
労
働
省
令
第
百
七
十
二
号
）
第
四
十
一
条
に
規
定

す
る
運
営
規
程
を
い
う
。）へ
の
記
載
を
行
う
と
と
も
に
、
事
業
所
等
の
見
や
す
い
場
所
に
掲
示
を
行
う
こ
と
。

二

食
事
の
提
供
に
要
す
る
費
用
、
光
熱
水
費
及
び
居
室
の
提
供
に
要
す
る
費
用
に
係
る
利
用
料

イ

食
事
の
提
供
に
要
す
る
費
用
に
係
る
利
用
料

食
事
の
提
供
に
要
す
る
費
用
に
係
る
利
用
料
は
、
食
材
料
費
及
び
調
理
等
に
係
る
費
用
に
相
当
す
る
額
を
基
本

と
す
る
こ
と
。
た
だ
し
、
事
業
所
等
に
通
う
者
（
施
設
入
所
支
援
又
は
法
附
則
第
二
十
一
条
第
一
項
に
規
定
す
る

特
定
旧
法
施
設
支
援
（
通
所
に
よ
る
も
の
を
除
く
。）を
受
け
る
者
を
除
く
。）、
指
定
短
期
入
所
事
業
所
の
利
用
者

又
は
指
定
自
立
訓
練
（
生
活
訓
練
）
事
業
所
の
利
用
者
の
う
ち
指
定
宿
泊
型
自
立
訓
練
（
指
定
障
害
福
祉
サ
ー
ビ

ス
基
準
第
百
六
十
六
条
第
一
項
第
一
号
ロ
に
規
定
す
る
指
定
宿
泊
型
自
立
訓
練
を
い
う
。）の
提
供
を
受
け
る
者
の

う
ち
、
障
害
者
自
立
支
援
法
施
行
令
（
平
成
十
八
年
政
令
第
十
号
）
第
十
七
条
第
一
項
第
二
号
か
ら
第
四
号
ま
で

に
掲
げ
る
者
に
該
当
す
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
食
材
料
費
に
相
当
す
る
額
と
す
る
こ
と
。

ロ

光
熱
水
費
に
係
る
利
用
料

光
熱
水
費
に
係
る
利
用
料
は
、
光
熱
水
費
に
相
当
す
る
額
と
す
る
こ
と
。

ハ

居
室
の
提
供
に
要
す
る
費
用
に
係
る
利
用
料

\

居
室
の
提
供
に
要
す
る
費
用
に
係
る
利
用
料
は
、
室
料
に
相
当
す
る
額
を
基
本
と
す
る
こ
と
。

]

居
室
の
提
供
に
要
す
る
費
用
に
係
る
利
用
料
の
水
準
の
設
定
に
当
た
っ
て
勘
案
す
べ
き
事
項
は
、
次
の
と
お

り
と
す
る
こ
と
。

^

利
用
者
が
利
用
す
る
施
設
の
建
設
費
用
（
修
繕
費
用
、
維
持
費
用
等
を
含
み
、
公
的
助
成
の
有
無
に
つ
い

て
も
勘
案
す
る
こ
と
。）

_

近
隣
地
域
に
所
在
す
る
類
似
施
設
の
家
賃
の
平
均
的
な
費
用

〇
厚
生
労
働
省
告
示
第
五
百
四
十
六
号

障
害
者
自
立
支
援
法
に
基
づ
く
指
定
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
等
及
び
基
準
該
当
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
に
要
す
る
費
用
の

額
の
算
定
に
関
す
る
基
準
（
平
成
十
八
年
厚
生
労
働
省
告
示
第
五
百
二
十
三
号
）
に
基
づ
き
、
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め

る
要
件
を
次
の
よ
う
に
定
め
、
平
成
十
八
年
十
月
一
日
か
ら
適
用
し
、
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
要
件
（
平
成
十
八
年

厚
生
労
働
省
告
示
第
二
百
三
十
三
号
）
は
、
平
成
十
八
年
九
月
三
十
日
限
り
廃
止
す
る
。

平
成
十
八
年
九
月
二
十
九
日

厚
生
労
働
大
臣

柳
澤

伯
夫

厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
要
件

障
害
者
自
立
支
援
法
に
基
づ
く
指
定
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
等
及
び
基
準
該
当
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
に
要
す
る
費
用
の

額
の
算
定
に
関
す
る
基
準
（
平
成
十
八
年
厚
生
労
働
省
告
示
第
五
百
二
十
三
号
）
別
表
介
護
給
付
費
等
単
位
数
表
第
１

の
１
の
居
宅
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
の
注
10
、
同
表
の
第
２
の
１
の
重
度
訪
問
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
の
注
７
及
び
同
表
第
３
の

１
の
行
動
援
護
サ
ー
ビ
ス
費
の
注
４
の
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
要
件
は
、
二
人
の
従
業
者
に
よ
り
居
宅
介
護
、
重
度

訪
問
介
護
又
は
行
動
援
護
を
行
う
こ
と
に
つ
い
て
利
用
者
の
同
意
を
得
て
い
る
場
合
で
あ
っ
て
、
次
の
一
か
ら
三
ま
で

の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
場
合
と
す
る
。

一

障
害
者
等
の
身
体
的
理
由
に
よ
り
一
人
の
従
業
者
に
よ
る
介
護
が
困
難
と
認
め
ら
れ
る
場
合

二

暴
力
行
為
、
著
し
い
迷
惑
行
為
、
器
物
破
損
行
為
等
が
認
め
ら
れ
る
場
合

三

そ
の
他
障
害
者
等
の
状
況
等
か
ら
判
断
し
て
、
第
一
号
又
は
前
号
に
準
ず
る
と
認
め
ら
れ
る
場
合

〇
厚
生
労
働
省
告
示
第
五
百
四
十
七
号

障
害
者
自
立
支
援
法
に
基
づ
く
指
定
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
事
業
等
の
人
員
、
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
（
平

成
十
八
年
厚
生
労
働
省
令
第
百
七
十
一
号
）
第
百
二
十
七
条
第
三
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
指
定
重
度
障
害
者
等
包
括
支

援
の
提
供
に
係
る
サ
ー
ビ
ス
管
理
を
行
う
者
と
し
て
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
も
の
を
次
の
よ
う
に
定
め
、
平
成
十
八

年
十
月
一
日
か
ら
適
用
す
る
。

平
成
十
八
年
九
月
二
十
九
日

厚
生
労
働
大
臣

柳
澤

伯
夫

指
定
重
度
障
害
者
等
包
括
支
援
の
提
供
に
係
る
サ
ー
ビ
ス
管
理
を
行
う
者
と
し
て
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
も

の

障
害
者
自
立
支
援
法
に
基
づ
く
指
定
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
事
業
等
の
人
員
、
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
（
平

成
十
八
年
厚
生
労
働
省
令
第
百
七
十
一
号
）
第
百
二
十
七
条
第
三
項
に
規
定
す
る
指
定
重
度
障
害
者
等
包
括
支
援
の
提

供
に
係
る
サ
ー
ビ
ス
管
理
を
行
う
者
と
し
て
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
も
の
は
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る

者
と
す
る
。

一

障
害
者
自
立
支
援
法
に
基
づ
く
指
定
相
談
支
援
の
事
業
の
人
員
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
（
平
成
十
八
年
厚
生

労
働
省
令
第
百
七
十
一
号
）
第
三
条
第
一
項
に
規
定
す
る
相
談
支
援
専
門
員

二

障
害
者
自
立
支
援
法
に
基
づ
く
指
定
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
等
及
び
基
準
該
当
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
に
要
す
る
費

用
の
額
の
算
定
に
関
す
る
基
準
（
平
成
十
八
年
厚
生
労
働
省
告
示
第
五
百
二
十
三
号
）
別
表
介
護
給
付
費
等
単
位

数
表
第
８
の
重
度
障
害
者
等
包
括
支
援
サ
ー
ビ
ス
費
の
注
１
に
規
定
す
る
利
用
者
の
心
身
の
状
態
に
相
当
す
る
心

身
の
状
態
に
あ
る
者
に
対
す
る
入
浴
、
排
せ
つ
、
食
事
等
の
介
護
そ
の
他
こ
れ
に
準
ず
る
業
務
に
三
年
以
上
従
事

し
た
経
験
を
有
す
る
者

〇
厚
生
労
働
省
告
示
第
五
百
四
十
八
号

障
害
者
自
立
支
援
法
に
基
づ
く
指
定
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
等
及
び
基
準
該
当
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
に
要
す
る
費
用
の

額
の
算
定
に
関
す
る
基
準
（
平
成
十
八
年
厚
生
労
働
省
告
示
第
五
百
二
十
三
号
）
の
規
定
に
基
づ
き
、
厚
生
労
働
大
臣

が
定
め
る
者
を
次
の
よ
う
に
定
め
、
平
成
十
八
年
十
月
一
日
か
ら
適
用
し
、
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
者
（
平
成
十
八

年
厚
生
労
働
省
告
示
第
二
百
三
十
七
号
）
は
、
平
成
十
八
年
九
月
三
十
日
限
り
廃
止
す
る
。

平
成
十
八
年
九
月
二
十
九
日

厚
生
労
働
大
臣

柳
澤

伯
夫

厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
者

一

障
害
者
自
立
支
援
法
に
基
づ
く
指
定
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
等
及
び
基
準
該
当
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
に
要
す
る
費
用

の
額
の
算
定
に
関
す
る
基
準
（
平
成
十
八
年
厚
生
労
働
省
告
示
第
五
百
二
十
三
号
）
別
表
介
護
給
付
費
等
単
位
数
表

（
以
下
「
介
護
給
付
費
等
単
位
数
表
」
と
い
う
。）第
１
の
１
の
居
宅
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
（
以
下
「
居
宅
介
護
サ
ー
ビ

ス
費
」
と
い
う
。）の
注
５
本
文
、
注
６
本
文
、
注
７
本
文
、
注
８
本
文
及
び
注
９
本
文
の
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る

者
指
定
居
宅
介
護
等
の
提
供
に
当
た
る
者
と
し
て
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
も
の
（
平
成
十
八
年
厚
生
労
働
省
告
示

第
五
百
三
十
八
号
。
以
下
「
居
宅
介
護
従
業
者
基
準
」
と
い
う
。）第
一
条
第
一
号
、
第
二
号
（
同
告
示
第
二
条
の
規

定
に
よ
り
読
み
替
え
ら
れ
た
介
護
保
険
法
施
行
規
則
第
二
十
二
条
の
二
十
三
第
二
項
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
大
臣
が

定
め
る
基
準
（
平
成
十
八
年
厚
生
労
働
省
告
示
第
二
百
十
九
号
。
第
九
号
に
お
い
て「
訪
問
介
護
員
基
準
」と
い
う
。）

別
表
第
四
（
以
下
「
基
準
別
表
第
四
」
と
い
う
。）に
定
め
る
内
容
以
上
の
研
修
の
課
程
を
修
了
し
、
当
該
研
修
の
事

業
を
行
っ
た
者
か
ら
当
該
研
修
の
課
程
を
修
了
し
た
旨
の
証
明
書
の
交
付
を
受
け
た
者
（
以
下
「
三
級
居
宅
介
護
従

業
者
」
と
い
う
。）を
除
く
。）、
第
五
号
（
基
準
別
表
第
四
に
定
め
る
内
容
に
相
当
す
る
も
の
以
上
の
も
の
と
し
て
都

道
府
県
知
事
が
認
め
る
研
修
の
課
程
を
修
了
し
、
当
該
研
修
の
事
業
を
行
っ
た
者
か
ら
当
該
研
修
の
課
程
を
修
了
し

た
旨
の
証
明
書
の
交
付
を
受
け
た
者
（
以
下
「
三
級
相
当
研
修
課
程
修
了
者
」
と
い
う
。）を
除
く
。）若
し
く
は
第
八

号
（
三
級
相
当
研
修
課
程
修
了
者
を
除
く
。）に
掲
げ
る
者
又
は
第
十
一
号
に
掲
げ
る
者
の
う
ち
基
準
別
表
第
四
に
定

め
る
内
容
以
上
の
研
修
の
課
程
を
修
了
し
、
介
護
保
険
法
施
行
令
（
平
成
十
年
政
令
第
四
百
十
二
号
）
第
三
条
第
一

項
各
号
に
定
め
る
者
（
以
下
「
都
道
府
県
知
事
等
」
と
い
う
。）か
ら
当
該
研
修
を
修
了
し
た
旨
の
証
明
書
の
交
付
を

受
け
た
者
（
以
下
「
三
級
訪
問
介
護
員
」
と
い
う
。）以
外
の
者

™˜˜


		2006-09-28T12:46:26+0900
	C=JP, O=National Printing Bureau, CN=Vice President
	国立印刷局
	（なし）




